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｢活用する力｣を育てる算数の授業
- 2年 ｢6-9の段のかけ罪 ｣の実践を通して -
杉 能 道 明*
研究の要約
今,教育課程見直しの議論の中で,恭敬教育の課頓として r信用する力｣の育成が指摘
されているO本丸 罪数の授業では,r既習事項を活用して新しい知識を生み出す｣予習
か繰り返され,その中で r清用する力｣も身に付いていくものだと考える｡
凝魅として掲げられているということは,算数u)授業のLflで ｢活用する力｣をきち/L/と
身に付けるよう指摘されていることになる.さらに,視野を瓜 ナて,単元やカリキュラム
の視点から ｢活FFlする力｣をどう育てるかを考えることも大切だと考える｡
カリキュラム,単元.授菜のrPで,具休的にどの上うに r活用する力｣を育てていくの
か.2年 ｢6-9の段のかけ界Ja)実践を通して追究していきたい｡
1 ｢活用する力｣重視の背魚
(1)中教審 .教育課樫部会 ･配付史料から
fjLTTI,教育課程の見直しが行われているLrP
火教作審議会の教育課程部会の配付資料に次の
ような記述がある｡
1.現状
○詩数 ･数学科のねらいは,節数的活動 ･
数学的活軸を通 して,枚数や匝l形に関する
知識 ･技経の定着を図り,数学的な思考力
･表現力を育成するとともに,それらを進
んで活用する態度を育てることにある｡
2.課題
○教育課程実施状況調査や(1i]l群的な学力嗣
奈によると,基礎的な計茄.技能の定着につ
いては低下傾向は見Li,れtJこかったが,計節
の,a:味を理解することなどに孤越が見られ
た また,身に付けた知絶やは能を実生7TT
や学背.1等で活用することが十分にできてい
ない状況が見られた｣ (下線諮者)
r界数のねらい｣｢節数の訳頓)の視点から｢活
用する力｣が重視されていることが分かる,
JILLbl
*漸戸内Irr'立行幸小学校
(2)全国学力 ･学習状況調査から
平成 19年4月 24日,全同学力 ･乍習状況
調査が全国の小学6EF･生を対象に実施されたぐ
第散剤については,辛として r知汲 ｣に関す
る問題と,主として ｢活用｣に関する関越の2
相類がLH越された｡その内容について,次のよ
うに説明されているD
主とLて r知独 )に関する関越は,Oi)身
に付けておかなければ後の学q=^:L‡の芋粥内
容に影響を及ぼす内容や,C2)実生活におい
て不可欠であり常に防Fnできるようになっ
ていろことが望ましい'jlI柁 ･技経などを調
査するi)U)ですotとして r活用｣に関す
るrBl題は,①知孤 ･技能等を憲J+I_析 u)様 々
な場面に活用する力や,頃)様 々な課越解決
Vノための伸也を立て実践し評価 ･改脊する
力などにかかわる内容を詣奄するしのです.
<平成 19年度 全国学力 ･芋粥状況調度
解説資料 小学校 筋敏 より>
主として r知識｣に働する問題は,凶nlほト罪,
分数や小数の農味.問題からU)立工に,図形の面
何を問う,従来の算数の問題としてよく見られ
たものであった｡
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と-ろが,-Lとして 11.I;川｣に肝 rる脚越l上
｢所帆こIH という印象が弓如 ,つた 問題や出越
a)趣旨等liJ見て.rよみとる｣｢川いるJr去現す
7)｣といっ-[一越U)九 っ たy),｢PTSAql.の
戎附ノ)｣を強くiT;放 し仁山矧 こ城 じられt-
こかか:,a)丁･JJもたち｢ ,肘 Hする力｣が求
めil)八ていろことが分かる｡
2 ｢活用する力｣を育てる授遵改笹の視点
(1)授業,単元,カリキュラムの構想
①子どもが身に付けるべき基礎 ･iE本の明確化
2年･rかり節｣ a)･学習U)わい ､Ft.｢かけ筒 )し
九,i･･辻′～_ろこと｣と考えられがちである,そし
て,かけ算の斥'ftf練習が範視される Lかしな
がl､.｢かけ算O).I:言.l吹p｢かけ算(I).汁竹(/)fl一方｣
もIErBjfLl指専LJtJ'容でLO,る.そALr,/i･きちんと身
に付くうるーJJが.後の貰/j三清や草)IVJにT,川でき
る知.沌 ･托誰を形成する~とに/i:/J,
lliフLV)lrlで,rかけ算の意 味｣｢か:)碍U),汁算
の仕)I｢かけ7,71(/)刊熱｣をバランスよく′羊習 し
ていく二･十が入りJである｡
[た.中元や木崎(/)目標を明舵にしこ｣穴 必
増が.t･-7) 柑 二.本時U)目す禁では.例えば ｢7
×3J)31号TtJ)仕方を考えろこL:がてきろ J等Er)
Rtlb;,i･見るこ._L･がある しかし/I/);(,,これで
Li. I--ビ圭,a)ISが明確でfJ:いので,目標が達成
できたのかできなかったV)か.授懲者にも参硯
糾 こi)分かC,/LtいO例えば,｢7×3U)計も神)仕
方を,アレイ図,i･使 /つて考える精励i･iRJして.
7×20)答えに7rこ,たすと考えたり,l蛇田u)3
×7と見たり,旺門の2×3と5×3を射1み合
わ-tit-りすればよいことに気付き.考えをアレ
イ岬をもとに説明することができ7J｣A.lFr:とil･体
的に､Ii=くことでIiL標はrVl前桁こなZJと考えろ〈
② ｢形成｣と ｢活用｣の位位づけ
算牧村o)便賃では,｢牒軒'lfJ賓をiJ]一用して新し
い加減IL･FF.み州す｣学習が繰 り返されていくO
と-ろが,チエ川すべき ｢既懲AtrUrL｣がきl-)んと
りrt/J戊J､されていなけjLEl止'l然打JHltでき/こいO
主f-.,既1t三川'p項がきちんと形成されていて壬),
それを rfl.-用｣する場がなければ rr.T;-FTlナ7J力｣
が育つLlずは/EいO｢活用するJH Ll清川しなが
ら身にト[(辛,のであるし,活用 Lて初めて ｢既
習♪TLlをT占川17)上さ｣も7-どもに′方城できろ｡
監iF<1.軒元,カリキュラムu)111でも,｢TIX留弔
L - 日 _
項となることを形成するところ｣ L r耽甲 }l川L.
を括jFlする♪ころJを明Wt=-_に付 をづける二十で,
L'-どもa)r紙用するノ｣｣が身にトfくと考えt)れ
る,
例えは,カリキュラムの例を挙げると,小学
2年で ｢かけ',:lL九ノし｣をきちん と身に什 Tて (形
成 Lて)jjくことで,小学 3年で学習する Iか
り節｣や ｢かり希の頂算｣でかけ狂九JLを rf.r;
TH｣す7'二L/5くできろと考.えるO
(2)授兼の展開
rl,rf嘘解決 )I;')_J)授葉の過程を ｢拙Riを/,か.Jlリ
r自力帖 LLする｣.r練 り上げろ｣, 浅 しめる｣
a-)4つと4.,え,そかぞj=/)過程で太り｣にしたい
ことを授繋 したい
｢課題をつかむ｣
ア 問題の工夫
はじ.))/).r)r.'り胤,i･解くUl'に必要な L^こu)条件
をあたえろばかりでItfこく,条件イ二足0)lr日払iT
-jろっ これに上り,･と､牽な条件に'丸づいたり,
条件をいろいろに変えたりして旺習･1-糊 を仙っ
て考えやすく1ろD
Eた,iJLJtHi過多u)川越を与えろーこれに ヒり.
必嘆fi:ir7J印を漣ぶことができるよ:)にする｡
イ 発間の工夫
関越の小の髄 Lいところを軸;hる｡ これに上
り,未習であると-ろを明らかにしやすくし,
課題を,1.g,･!文化Lやナくすjl.)0
難 しいとこ/)がはっきりしてきT-ところで,
｢こうなjLばできろのに｣という兄■通しを発言
させろようにする｡ これにより.既習':rl'･頂がは
っきりしたり.解 iLLノーの ⊥夫の見通 しを't,I-)千
すくしたりすろ
｢自力解決する｣脇
ア 井数的活動の工夫
ブuックなどの艮体物や図などを仕って考え
る活 ■紬に-す.ろ｡これ!~上り,｢t分u)考えをE･tR.
しやすくLたり,既習小目凸を想起 Lや1-くした
H-.lL):～.
イ 個に応 じた支援
一人一人L/)∫)吏-1tき,を想',上し,仇間栃やでは
そ盲目こLL:してきめ細かに助言.称棺.手助け,
励 ましを与える(二iu二上り,自分U)15'えをも
らやナくLF-り,自分U)考えを表現 しやす くし
た り~｢る｡馴副 'Jに支1度することが人切で,た
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だ眺めているだけでは,つまずいている十ども
を救えないと考えろ｡
(帆)称揚- r計節 U)イ上方が うよく説明できて
いるわL,｣
助言- rここに線を入れて考えてみよう,｣
支援-具体物の操作のヒン ト 樋作を途中まで
励まし- ｢さらに,碓去できるように唯備して
おこう｡｣ 等
｢練 り上げる｣場
ア 式と図を結びつける話し合い
説rylo〕上Tiな子どもが前に出て説FglL,それ
で終わり,では,話 し合いにならないC例えば.
式だけ発轟させ,その式は図のどこを椿 してい
るのかなどを話題にする｡逆に圃だけを港長さ
せ,そa)回を式にするとどうなるかなどを話旧
にするOこれにより,式をよんだ y),団をよん
だりする力がつくことか期待できるこ
イ 繰 り返 し発表
一人の千どもか発衷 したら,他の子-どもに,｢〔)
○くんが言ったことを L,う1回言えま十か.,Jr0
0さんが発表 したことの中で大9]なことはどこ
ですか ｣などと問いかけろ｡これにより,友達
の#,えをよみとろうとしっかり聞こうとナるこ
とが期待できるJ
ウ 活用する場の設定
許 し合いで考えが確かになったり,よい考え
が見つかっても,まだ,F蛸いただけでは実感を
もってよい考えだと理解できたわけではない
兄いだした考えを実際に活用するJilを限定する
ことで,悪感的に理解 したり,考えのよさを実
感 したりできるようにしたいO
｢まとめる｣場
ア 自分の成長の振 り返 り
日T)かったこと.できたこと,使った考えを
果板を見ながら.LL,-いてみよう.｣r友達u)よかっ
たところ,これからさらにしてみたいことをJf
いてみようO｣等眼点を与えて,ノー トなどに継
続的に苦く枯軌を取 り入れ,自/7)の成良を振 り
返る域を.=aけたい｡
イ 子どもの成長の称揚
授業の中で Jlどもが成長 したことを,教師が
しっかり称揚するo特に低学年には必要な上う
である｡
3 授業の実際
(1)単元名 2年 ｢かけ辞 (2)｣
(2)本単元で身に付けさせたい ｢活用する力｣
本単元では,前日i元のかけ算の5,2,3,
-1の段の構成に続いて,6,7,8,9,1の
F'.tの構成を行 う｡
そこで,木単元では,前単元で身に付けた次
I/)ような既習事項を析nlする力を育てたい,
(I)かけ算の意 味
旬かけ‡封こしかけろ数が 1増えろと答えはかけら
れる教ずつ唱えるというきまり
Wか､け算はかけられる敏とかけ7J敏を人jlかえ
ても答えは変わらないというきまり
(♪5, 2, .i, 4U-)段の九九が唱えLれること
LT/-(au)既習事項については,敏ul範l淵が6,
7,8,9, 1に広がってもそu')まま岨って考
えろという r活用する力｣を育てたいO
また,新 しい r活用するJJ｣として,症)を既
習解項.として,｢2つの既習C/)九九を組み合わせ
て新 しい九九を構成 していく力｣を育てたい｡
(3)本単元の目標
○遊んで九九を柄成 し上･)とするJ また,九jL
u)よさが分かり,遊んでJTlいようとする｡
(駒心 ･宕欲 ･態度)
○ア レイ凶や,かりる数が 1ふえると答えはか
けられる放ずつふえるきまり合性って,九九
を十搾成することができる｡(教学的な考え方)
OJl.九を唱えた り,それを適用 して問雌を解い
たV)すろことができろ｡ (表現 ･処理)
○アレイ国を虻った)L.)L.a)構成uつ仕方が分かるし
また.かけ第が用いられる場痛が分かる
(知綴 ･理解)
(4)単元計画 (全 15時間)
帝 1次
第 1時 アレイ性】を使った6-9, 1の段の
九九の敵機づけ
第 2･3･4時 6の段LTl)し九の柵戒と唱え
^,練習と適用魅
第5時 7×3の計算の什 方 (本時)
第 6･7時 7の段の九九の榊峡 と唱え方,
緋習と適川値
第8時 8の段,9の段の九九の構成
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那 9時 8の段, 9の段の九九の唱え方と適
用魅
第 10･11時 8の段,90)段の練習
第 12時 1U)fLのかけ罪の意味, 10)段の
九九の構成と唱え方
第2次 九九の間組づくり (2時間)
第3次 身のPlりのかけ節さがし (1時間)
(5)本時の目標
7×3の計筒の仕方を,アレイ岡を使(て考
えろ紙勅を通 して,7×2の答えに7をたすと
考えたV),既習の3×7と見たり,既門の2×
3と5×3を組み合わせたりすれば上いことに
気付き,Fjえをアレイ図をiL,とに鋭r]JH ること
ができ/Jっ
(6)本時の展開
学割古肋 1
指導の工夫①
条件不足の関越を提示する これにより,
発作をいろいろに考えやすくする○
指導のT_夫②
間趨 U')中 o)催しいところを<.i-かる,これ
T (間柑 ｢]ふくろにあめが 7こずつ入って
い Eす.あめけばんぶて何こあるでしょう j
i餌差O)
C 先ノ上 答えが出ません｡
C ･｣けたしです.,あめが何,!iSct.I,)るか分かtJ,な
いのででき毛せんD (1軌戊多数)
rlnLWの中U)粂作が不足していることに気づい
た+ I;i,たす,に,1&の数をいろいろに,JIIJ竣させ,
どんな式に/亡るのか呈連ねた｡+どもたちは.7
x2.7×3.7×4などをつくりながら.｢7
の段のかけ堤だ )とつぶやくIf･どももいたユそ
の中から3猿の場合を取y)上げ,どんな式に/i.1
(たかを<･iねた｡
C 7×3です,
C 7仰の3倍tJからです｡(王'L成多数)
T ブUックを使-JてJ=亡のわけも,説Pjlできる?
C (7佃の掲示Jlのブロックを縦に 3列弛べ
て)7個の 3倍だから7×3になり上す.(j'f
成多数)
T 式がうまくつくれたわ.でも,ちiつ L,煤
しいなとい う嶺をしている人がいるんだけど,
どうしてかな
C かけられる故が 7だからです｡
C っけたしです｡今 真ではかけI)れる数が 5
や 2ヤ 3や Jだったけど,今 U.'t7になって
いるかrJです
C かけられる教が 70)l勘 tまだ,･AJってい よ
せん｡
T では.今 日は何を使って何を考えていきま
すか?
c c)L7)1.xlをつかって7×:=ノ)計第の仕方を考
えていきたいですO (竹成多数)
こうして,了ど卓,rE,間匙iから本時のl沫也を
つかむことができたっ
芋粥括励2
指導のt夫③
7×3の計節の化方をア レイ用を任rlで
考える結gf^にする1 これに上り,炊習の九
7×3の計算の仕方を考*る際には.JF岡の
よ:-)/亡アレイ図を他って考える活軸にした
7×3の式のわけ(7)説nに使ったプロツ,クの
図(Lir･ワークシー トにかいたとtどもたちに許し,
ワークシー トを子どもたちに配布 した.
?
??
?? ?
??
?
? ?
? ?
?
?? ? ?
?
?
?
??
? ?
??
? ??
7×3のアレイ図
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指導の工夫④
個に),Lこじた支はを行 う勺これにより,自
分の考えをpi,ちやすくしたり,自分の考え
机問指導では,次U)ような支援を行った｡
･図を囲み,そこに式をかいて説明できている
子どもには,r計弟の仕方がうよく説IFJできてい
るねLさらに,発表できるように堆傭しておこ
うコ｣と助言した｡
･考えのもちにくい子どもには,｢九1Lのきまり
をつかって考えてみよう｡｣｢(線を一木引いて)
ここで7を2つに分けて考えよう｡Jなとと助言
した｡
･式だけをかいている+どもには,｢式は周のど
こを或しているのかな｡○を線でmjんでみよう｣
などと助言したD
･計第の仕方を説明する際に代,Fまで｣r次に｣
などの順序を表す言草や,｢～だから｣｢～ので｣
などの椴拠を示す首藤を使 うよう助百した.
以上のJ:うな支援に 上り,どの子どもも ｢く∋
(かけられる牧とかける故を)入れかえて｣｢◎
かけ井のきまりをつかってJr⑳7を2つに/7)け
て｣の少なくとも1つu)方法で,凶を使って7
×3の答えを求めることができた.
学習活軸3
指導の工夫⑤
せず,｢式だけ｣r図だけ｣を懲滋させる
ようにするoこれに ヒり,式と同を結びつ
けて話し合いですくする.
指導の工夫⑥
友達の考えの人切なところを繰 り返 し説
明させるようにする○ これに じり,考えの
まず,｢Ce)入れかえて｣の考えから取り上げた.
C 7×3の答えは3×7と同じなので.21
と分かりました｡
'r 凶でも説明できる人はいますか?
C 図では (線で3個の
Oをl頚んで)3×7
だから21です｡
T この考えは7×3を
どう工夫したのですか｡
C かけられる数とかけ
る数を入れかえて計許
しました｡
C 7×3は習っていな
? ? ? ? ? ?
? ? ?
?
?
??
?
? ?
? ?
? ? ㌧
? ? ? ? ?
… … … ?
?
??…
?
… ? ? ? ?
? ? ?
?
?
?
?
??
?
?
いけれど.3×7は習っているので計第 で き
ます｡
と板-,Ti㌔)
次に,｢⑦かけ算のきまりをつかって｣の考え
を取り上げた｡
C 7×1は7,7×2
は7増えて 14,7×
3はまた7増えて 21
になりました｡
C 図でいうと.(7ずつ
のOの囲みを指 しなが
ら) 7×li17,7×
2は7に7をたして
14.7×3は 14に
? ‥
?? ? ‥? ‥?? ? ‥‥?
? ?
?
??
? ?? ?? ?
? ? ? ? ? ?
? ‥
? ? ? ? ‥‥‥? ? ? ??
?
?
?
? ? ?
?‥
? ? ?
? ? ‥
?
? ‥
‥ ‥ ? ??‥
?
?
?
???
?
? ‥
? ? ‥
‥ ?
7をたして21になります_
C これLi,かけ節のきまり左使っています｡
T (rかけ算のきまりをつかって｣と板乱 )
続いて,｢⑳ 7を2つに分けて｣ の考えについ
て取り上げた
T Oをどの 上うに(頒んだの
ですか?
C (右凶のように板i.t:で線
を引く｡)
T □□くんはどんな式をか
いたか分かり1すかっ
C (図を指しながら)ここ
Et2×3-
6,ここは
5X3- 15,
6と15を
たして21に
なります｡
T 7をどのよ
うに工夫した
のですか?
- 13Ⅰ-
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草 .:㌍ 三･一
〇二〇 :0
0:○:○
し(:1人(2人QJ
raYとうY61 2×3- 6
瀞 岩 場 i 5×3= .5
○:○:
○:(⊃:7×3
0.:O:-6+15
LQ⊥Q人ら -21
C 7,を2と5に分けよしたo
c 7を･2と5に分けて′ 2U)i-=qと5C/)P/Lを使
い1したo
T (r7を 2と5に分りて1｢ならったかけ第
･i･つかって｣と板-.,lFU)
以 l二(/)上うに,まず r式たけ｣｢図たけ｣を縫
滋させることで,rfは J=CJi-結びつりtLtが['話 し
合 う二!:,いできたじ さらに, 3つ0)考えの似て
いるところを-,iねることで.｢習ったかけ㌫〔を使
一つているとこ7)L_｣/rニ_L;1の絶言が.i′つった
指導の工夫⑦
考えを活用する場を設定ナるO これに 上
り,既習-LIJrfl/-_I活用するよさに日を向-日や
7×3(/)計静の†上方が分かったところで.条
件F比u)rfiJ.也を振 り返 り,かりろ牧が 51()7の
目刺こ7× 5や 7×7の式ができることを椎かめ,
計lIlur)仕方もILIJえさせ 7JlLうにした .
｢,レ号,tt.何句(9の 3--Jの考えを訳 し/L/J､ihJ,
計詣Jうイ1力を考えていったー
7×5Lt.F'(ク等の 3つ〟)考えで答えをLll-｢
ことかできた,7)ヽ 7についてH,(Bu)考えは
LIEえない′畑 (7)LT,)i/)考えでは答え/T･u]十二とが
できろことGr気-つくことができた
3つU)唱えで 7×3や 7×7の計拝の仕方を
習)'たかけ許を使って考えることができた ､
指導の工夫⑧
泊FnLたことを耽 り返る場を設;L{する,
これに上り,既習!臣良を活用するよさやFE
木口引.よ, 7×3や 7×5や 7×7(ノ)計算 {/)仕
方,ir･考えたことを振 り返 り,どんfLt考えを経っ
たの/,､振 り返るように した｡
i-どLは,板井O-)善廉を振 r)返り7L.^'が ｢,.｢な
(,Jlたか.rl淳を佐一)て 7×3や 7×7(71計節の
答えを出-｢ことができたuj ことを山分の言姫で
i^とめていった｡
指導の工夫⑨
千ども(JJよさを称揚する これに 上り,
既 習 JILlfJqを締用するよさや 自分の成民に日
撮後に,教師が,F今Fl代,今 壬で習った二と
V)ない 7×3u)計'iT吊 L;できたれ｡1IVIJ-,'r-かけ数
をうまく使ってできて席耶 らしかつたよ ｣と称
はうると,子 ど皇.たt='はうれ しそ うだった0 日
/J7打つ成長が白斑できてtil1.7がもてたようで.･LJ･,るo
｢次の時Pnj-, 7C7)lJitu)他のかけ符をつくって
いこ1-) J と次畔の -r･/Lf=;をして授菜を終えた_
4 結果と考察
r所用す/i)力｣を'･市て73ための指豊 のT_-kを,
｢授乳 EやTL,カ リキュラムの桝想｣,r授業の
J]E,rM｣の2/Jd)ril,r1､.J,から考えた,
2年r6-9の段のかけ顎Ia)授業実践でEj,
9/_'U)精華 〟)亡夫を'(-rい,予どもの資から朴‡滑
lJ)工夫は1-T効 で払った と考えている｡
｢TlfTFflす る力｣U席 戒は今までI/)範放てt,L13:
規さ]してきたが.これかl二)a)解放でi､屯賛な.摺
i掛 こなる レY31えろ
今rLjJは,さ圭ざ主な指導のt大ji,挺潔し{-が,
'r,:榊やIとも)a)馬場によって必境のない寸,V)も
あると考えrJれる〉し/)lL/i:がら,ただ7 hL･も
を見守っていてftr活片卜｢る力｣は育1-ないD
ft'7･極的に支fJ-1十ることが大切だと考える.今後
ら,咽 用する力｣を-fTでるTHALr)接 幣尖銭を続
け,脂,f')JTよを1二人していきたい(,
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